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研究成果の概要（和文）：　本研究はインドネシアを中心とした東南アジア諸国の具体的な事例から、現代美術
の実践がどのように社会的な役割を果たしうるのか／えないのかを明らかにするものである。第二次世界大戦
後、米国で誕生したcontemporary artは、1970年代インドネシアの美術家らに受容され「民衆の代弁者」という
役割のもと、政治批判のできる美術として発展した。
　2010年頃から美術家に限らず音楽家、演劇関係者、人類学者など学際的につながった集団が多く登場し、現代
美術領域で協働を軸に置いた実践が民衆を取り込んで行われている。本研究はこうした集団の協働的実践に注目
し、その役割を参与観察して考察するものである。

研究成果の概要（英文）：This study aims to clarify how contemporary art practice can / cannot play a
 social role, based on specific examples from Southeast Asian countries, particularly Indonesia. 
Contemporary art, which was born in the United States after WWII, was accepted by Indonesian artists
 in the 1970s and developed as an art form that could criticize politics, playing the role of "
spokesperson for the people."
Since around 2010, many interdisciplinary collectives have appeared, including not only artists but 
also musicians, theater actors, and anthropologists, and collaboration-centered practices are being 
carried out in the field of contemporary art that involve the public. This study focuses on the 
collaborative practices of these collectives and examines their role through participant 
observation.

研究分野： 現代美術実践

キーワード： インドネシア現代美術　コレクティヴ　協働　ネットワーク　東南アジア　共生　コラボレーション
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研究成果の学術的意義や社会的意義
　本研究は東南アジア諸国における現代美術家集団の実践が、どのように社会的役割を果たしうるのかを明らか
にすることが目的である。対象とする美術家集団は昨今「コレクティヴ」と称され、現代美術の領域だけではな
く、より人々の日常生活に密接に繋がった空間の中で、社会的問題に向かい合った実践を行っている。
　こうした集団は現在、グローバルサウスの国々を含めた世界各国で結成され、ネットワークを広げている。こ
のように比較的新しい動向である美術家集団（コレクティヴ）を研究の対象とした研究はまだ少なく、彼ら/彼
女らの社会にコミットした実践からは、学術的に新たな知見をもたらすものとして意義がある。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 

 戦後のコンセプチュアルな作品を生み出した潮流以降、近代美術の次の流れとして現代美術

が生まれ、「現代」を表象する新たな美術 contemporary art も現在ではおよそ 80 年の歴史と共

に多様な表現、活動形態を発信してきた。欧米中心と思われた現代美術が、1970 年代以降、東

南アジア諸国へも流れ、享受されると、各国で独自の展開を見せる。 

そのような中、欧米の現代美術に閉塞感が生まれ、新たな発想源をグローバルサウスの現代

美術実践に求める動きが見られるようになる。そして現代美術の実践者は個人ではなく、コレ

クティヴと称する集団として、周辺の人々との協働をもとにした社会的な美術実践を積極的に

展開し始めた。 

本研究は 2000 年以降のこのような現代美術領域における実践の変化に注目し、インドネシ

アを中心とした東南アジア諸国の事例を集め、それらが社会的役割をどのように果たしうるの

かという問いが生じたことが背景にある。 

 

２．研究の目的 

本研究の目的は、インドネシアを中心とした東南アジア諸国の具体的な事例から、現代美術

の実践がどのように社会的な役割を果たしうるのか／えないのかを明らかにすることである。

第二次世界大戦後、アメリカで誕生した contemporary art は、1970 年代になってインドネシア

の美術家らに受容され、「民衆の代弁者」という役割のもと、政治批判のできる美術として発展

した。 

 2010 年頃からは、美術家に限らず音楽家、演劇関係者、人類学者など学際的につながったノ

ンジャンルの集団が多く登場し、現代美術領域で協働を軸に置いた実践が民衆を取り込んで行

われている。本研究はこうした集団の協働的実践に注目し、その役割を参与観察して考察する

ものである。 

 

３．研究の方法 

本研究では東南アジア諸国での現地調査が重要だったが、課題採択後すぐに蔓延した新型コ

ロナウィルスの大きな影響により、文献調査に切り替えての対応をした。申請時に予定してい

た参与観察の代替手法として、調査対象とする芸術家集団や芸術家の活動を、彼らの発信する

SNS から確認をし、そのデータの積み重ねから、現代美術の実践がコロナ禍においてどのよう

に行われているのかを考察した。新型コロナウィルスによって芸術家が社会的困難にどのよう

に関わるのかという事例を抽出できたことは利点だと考えられる。 

東南アジア諸国での現地調査は文献調査とインターネット調査に代替したが、2022 年にドイ

ツ・カッセルで開催された大型国際美術展「ドクメンタ 15」の調査は実現したため、参加した

美術家集団の実践、聞き取りを行うことが可能となった。 



 

４．研究成果 

 本研究におけるもっとも大きな成果は、インドネシアのアート・コレクティヴの現況を詳述

した単著『協働と共生のネットワーク インドネシア現代美術の民族誌』（グラムブックス）

を出版できたことである。本著は代表者の修士論文「スニ・コンテンポレル－インドネシア現

代美術における『市場』と『言説』の変容」（南山大学大学院、2013 年）、博士論文「インド

ネシア現代美術と美術家：つくる・買う・支援する主体をめぐる民族誌」（名古屋大学大学院、

2016 年）に加え、本助成を受けて行った追調査により、博論執筆以降のジャカルタ、ジョグジ

ャカルタ、バリにおけるコレクティヴの活動についても記述することができた。とくに 2022

年 6～９月、ドイツのカッセルで開催された国際美術展「ドクメンタ 15」で芸術監督となった

インドネシアのコレクティヴ〈ルアンルパ(ruangrupa)〉の設立から監督就任までを参与観察で

得た情報と考察により深く記述したことにより、国内の美術関係者には大きな貢献ができたと

考えている。 

 二つめの成果は、研究期間終了間際となる 2024 年 2 月に、代表者本人が実践者となり、イ

ンドネシアの版画コレクティヴと共に名古屋市内で市民に深く繋がった現代美術のプロジェク

トを行ったことが挙げられる。「飯田街道聞き取りプロジェクト」の名で 1 ヶ月行った実践の

内容は以下のとおりである。 

１．代表者、インドネシアの版画コレクティヴ〈グラフィス・フル・ハラ(Grafis Huru Hara)〉

の選抜メンバー4 名、現山口情報芸術センターのインドネシア人キュレーター、レオナル・バ

ルトロメウス(Leonard Bartolomeus)の 6 名による「コレクティヴ」が名古屋、新栄を拠点とし

て市民と協働して作品を完成させるまでの一連の実践を行う。 

２．２名の語り部、一般から募った参加者 10 名と街道散策ツアーを行い、この場に昔あった

記憶を共有し合う。そこから制作のアイデアを探し、市民との協働作品へと繋げる。 

3．1 週間のオープンスタジオで、代表者、〈グラフィス・フル・ハラ〉による制作の様子を一

般公開する。その間は来場者とのコミュニケーションを重視し、拠点周辺の記憶などを聞き取

り、制作にも参加するよう促す。 

４．拠点周辺の店舗に出向き、作品展示の協力を求める。 

５．2 日間のワークショップを開催し、一般参加者とともに複数の版画技術を使って共同作品

を制作する。 

 これらの実践を代表者自ら「コレクティヴ」の一員として行うことにより、現代美術家が社

会と繋がり、アートを介して教育的役割を担える可能性があることを具体的に経験できたこと

は大きな収穫である。科研費による研究期間は終了したが、この実践で得た知見、ネットワー

クを生かし、今後のより深い研究へと発展させていきたい。 
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